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投資家の皆様へ 

 

BNP パリバ・ロシア株式ファンド「愛称：ロシアのいぶき」基準価額の下落について 

 

BNPパリバ インベストメント・パートナーズ 

 

ロシア株式市場（MICEX 指数）は 4 日に-3.6％（現地通貨ベース）と大幅下落し、月初めからの値下がり率

は 5.6％に達しました。これを受け、当ファンドの基準価額も前営業日比 411 円（7.05％）下落の 5,417 円と

なりました。なお、日本では連休を挟んだことから、当ファンドの前日比での基準価額変動は 5 月 2 日から 5

月 4日までの市場の動きを反映しております。 

4月の米国雇用者数の伸びが市場予想を大幅に下回ったこと、ニューヨーク原油先物相場が2月以来初めて1

バレル100ドルを割り込んだことを受けて4日の株価は急落しました。また通貨ルーブルは今年初めから堅調

に推移し、4月に入っても比較的安定的な動きを示してきましたが、原油相場の下落を背景に反落しました。 

さらにロシア政府が天然ガスの採掘税を2～4倍に引き上げる方針を2日に固めたことも株価に大きな影響を

及ぼしました。大統領に復帰するプーチン首相は公務員の給与の引き上げなど大規模な財政支出を約束してお

り、ロシア国営ガス企業ガスプロムに対しては2015年までに今年比少なくとも2倍に、天然ガス2位のノバテ

ックに対しては今年比4倍に採掘税を引き上げることによって財源確保を狙っています。 

月初めからの値下がり率を個別銘柄についてみるとノバテックが最も大きく16.8％下落しました。また石炭

鉄鋼大手のメケル、建設資材メーカー・不動産デベロッパーのLSRグループ、居住用不動産開発会社のEtalon 

グループ、電力会社のOGK-4、鉄鋼メーカーのセヴェルスターリなども売り込まれました。 

足元ではロシア景気の鈍化が懸念されています。3月の鉱工業生産は前年同月比2.0％増（2月は6.5％増）、

設備投資は4.9％増（2月は15.1％増）となり、いずれもエコノミスト予想を下回りました。最大の貿易相手

地域である欧州と中国の景気悪化によるものとみられています。 

目先、高いボラティリティが予想されるなか、外部要因の動向に気を配りながら慎重な運用を心がけていき

ます。 
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主なリスク 

◆価格変動リスク  

当ファンドは、マザーファンドへの投資を通じて主にロシアの株式など値動きのある有価証券に投資しますので、ロシアの

経済や市場動向等により株価が下落した場合、当ファンドの基準価額が下落する可能性があります。  

◆信用リスク  

投資した企業の経営などに重大な危機が生じた場合、株式等の価値は下落し、投資した資金が回収できなくなることがあり

ます。その結果、当ファンドの基準価額が下落する可能性があります。  

◆為替変動リスク  

当ファンドは、マザーファンドへの投資を通じて外貨建資産に投資しますので為替変動リスクを伴います。原則として為替ヘ

ッジを行わないため、為替変動の影響を直接的に受け、円高局面では当ファンドの基準価額が下落する要因となります。  

◆流動性リスク  

市場規模や取引量が少ない場合など、機動的に組入銘柄を売却できないことがあります。その結果、売却価格が大きく低

下し、当ファンドの基準価額が下落する可能性があります。  

◆カントリーリスク  

当ファンドは、マザーファンドへの投資を通じて海外の有価証券に投資しますが、その国の政治・経済および社会情勢等の

変化により、金融・証券市場が混乱した場合に、当ファンドの基準価額に大きな変動をもたらす可能性があります。  

※ 基準価額の変動要因は上記に限定されるものではありません。  

◆お申込みの際は、必ず投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。  

お客様にご負担いただく費用 

【当ファンドのご購入時や運用期間中には以下の費用がかかります】  

●お申込み時に直接ご負担いただく費用  

・購入時手数料 ：購入申込受付日の翌営業日の基準価額に対して3.15％（税抜 3.00％）を上限とします。  

●保有期間中に間接的にご負担いただく費用  

・運用管理費用 ：信託財産の純資産総額に対して年率1.89％ （税抜 1.80％）  

・その他の費用 ：ファンドの組入有価証券売買手数料、外国における資産の保管料（カストディーフィー）、信託財産にかか

る監査費用等  

※その他の費用については、運用状況等により変動するものであり、事前に料率、上限額等を示すことができません。  

＊当該手数料等の合計額については、保有期間等に応じて異なりますので、表示することができません。  

＊詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）をご覧下さい。  
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